
青
森
県
民
医
連
第
56
期
役
員

　役
職
名 

　 氏
　名 

職
種

会
　
　長 

田
代
　
　実 

医
師

副
会
長 

伊
藤
　真
弘 

医
師

副
会
長 

相
馬
　
　裕 

医
師

事
務
局
長 

佐
藤
　真
人 

事
務

事
務
局
次
長 

下
舘
　大
史 

事
務

事
務
局
次
長 

對
馬
　康
文 

事
務

理
　
　事 

石
田
　晋
吾 

医
師

理
　
　事 

石
塚
　理
仁 

介
護
福
祉
士

理
　
　事 

泉
谷
　雅
人 

事
務

理
　
　事 

磯
島
　寿
人 

医
師

理
　
　事 

小
形
て
る
美 

事
務

理
　
　事 

奥
瀬
　昭
彦 

事
務

理
　
　事 

小
山
内
　海 

事
務

理
　
　事 

角
田
　尚
樹 

事
務

理
　
　事 

加
藤
　恵
子 

看
護
師

理
　
　事 

菊
池
　中
央 

事
務

理
　
　事 

工
藤
　眞
大 

介
護
福
祉
士

理
　
　事 

越
田
　潤
子 

看
護
師

理
　
　事 

古
舘
　正
志 

事
務

理
　
　事 

今
　
　淳
一 

事
務

理
　
　事 

坂
戸
慶
一
郎 

医
師

理
　
　事 

崎
野
　
　修 

事
務

理
　
　事 

佐
々
木
良
範 

作
業
療
法
士

理
　
　事 

獅
子
内
和
子 

看
護
師

理
　
　事 

鈴
木
　哲
也 

事
務

理
　
　事 

関
谷
　
　修 

医
師

理
　
　事 

相
馬
　
　渉 

薬
剤
師

理
　
　事 

高
橋
千
津
子 

看
護
師

理
　
　事 

竹
内
　一
仁 

医
師

理
　
　事 

竹
本
　
　歩 

医
師

理
　
　事 

橘
　
　千
景 

看
護
師

理
　
　事 

對
馬
　健
洋 

理
学
療
法
士

理
　
　事 

寺
島
　由
美 

看
護
師

理
　
　事 

中
村
真
優
美 

介
護
福
祉
士

理
　
　事 

奈
良
原
　恵 

看
護
師

理
　
　事 

鳴
海
由
紀
子 

看
護
師

理
　
　事 

西
村
　美
和 

薬
剤
師

理
　
　事 

原
　
　
　徹 

医
師

理
　
　事 

兵
藤
　尚
子 

事
務

理
　
　事 

三
津
谷
靖
子 

看
護
師

理
　
　事 

宮
本
　達
也 

事
務

理
　
　事 

村
上
　健
俊 

事
務

理
　
　事 

村
上
　
　渡 

事
務

理
　
　事 

八
島
　将
仁 

事
務

理
　
　事 

柳
谷
　
　円 

事
務

会
計
監
査 

荒
木
関
匡
孝 

事
務

会
計
監
査 

坂
野
　友
昭 

事
務

会
計
監
査 

工
藤
　敏
子 

事
務

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　申
し
上
げ
ま
す
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
19
の
出
現
か
ら
三

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
昨
年
も
患
者
・
地

域
住
民
の
生
活
に
寄
り
添
い
、
人
権
を
守

る
医
療
、
介
護
、
福
祉
活
動
の
取
り
組
み

に
尽
力
さ
れ
た
す
べ
て
の
県
連
職
員
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
民
医
連
綱
領
の
中
文
六
つ
目
に
は
「
人

類
の
生
命
と
健
康
を
破
壊
す
る
一
切
の
戦

争
政
策
に
反
対
し
、
核
兵
器
を
な
く
し
、

平
和
と
環
境
を
守
り
ま
す
」と
あ
り
ま
す
。

今
、
戦
争
と
平
和
を
め
ぐ
っ
て
私
た
ち
は

歴
史
的
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

■「
専
守
防
衛
」
方
針
の
放
棄

　
昨
年
末
、
岸
田
首
相
は
安
全
保
障
関
連

三
文
書
（
以
下
「
三
文
書
」）
を
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。
十
二
月
十
七
日
付
朝
日
新

聞
で
は
、「
戦
後
日
本
の
安
全
保
障
転
換
」、

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
、
防
衛
費
一
・
五

倍
」、「
熟
議
・
説
明
な
し
、
将
来
に
禍
根
」

の
見
出
し
で
、「
憲
法
に
基
づ
い
て
専
守

防
衛
に
徹
し
、
軍
事
大
国
と
は
な
ら
な
い

と
し
た
戦
後
日
本
の
防
衛
政
策
は
、
大
き

く
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
報
じ
て

い
ま
す
。

　
従
来
か
ら
政
府
は
「
専
守
防
衛
と
い
う

の
は
防
衛
上
の
必
要
か
ら
も
相
手
の
基
地

を
攻
撃
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
わ
が

国
土
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
防
衛
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ

は
わ
が
国
防
衛
の
基
本
的
な
方
針
で
あ

り
、
こ
の
考
え
方
を
変
え
る
と
い
う
こ
と

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
」（
一
九
七
二
年
十

月
、
衆
議
院
本
会
議
、
田
中
角
栄
首
相
）

と
の
見
解
を
示
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
「
自

衛
権
行
使
の
三
要
件
」
と
し
て
⑴
わ
が
国

に
対
す
る
急
迫
不
正
の
武
力
行
使
が
発
生

し
た
こ
と
、⑵
排
除
す
る
た
め
に
他
の
手

段
が
な
い
こ
と
、⑶
必
要
最
小
限
度
の
実

力
行
使
に
と
ど
ま
る
べ
き
こ
と
、
を
提
示

し
て
き
ま
し
た
（
一
九
八
一
年
三
月
、
参

議
院
予
算
委
員
会
、
大
村
襄
治
防
衛
庁
長

官
）。

　
岸
田
首
相
は
今
回
の
三
文
書
で
「
専
守

防
衛
の
考
え
方
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な

い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
歴
代
の
政
府

が
示
し
て
い
た
「
専
守
防
衛
」
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
説
明
も
議
論
も
し
な
い
ま
ま

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
有
」
し
、
そ
の

た
め
に
「
防
衛
費
一
・
五
倍
化
」
を
図
る

の
は
、
大
き
な
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。

■
防
衛
費
〝
一・
五
倍
〞
で
ど
う
な
る
か
？

　
今
回
の
「
三
文
書
」
で
は
、
二
〇
二
三

年
度
か
ら
五
年
間
の
防
衛
費
を
現
行
計
画

の
一
・
五
倍
以
上
と
な
る
四
十
三
兆
円
に

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
過
去
五

年
間
の
約
二
十
六
兆
円
か
ら
十
七
兆
円

増
）。
日
本
の
防
衛
費
は
現
在
世
界
九
位

で
す
が
、
二
〇
二
七
年
度
は
ロ
シ
ア
や
英

国
を
抜
き
、
米
中
印
に
次
ぐ
世
界
四
位
に

な
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
財
源
は
、
増
税
や
「
歳
出
削
減
」
で
ま

か
な
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
公
的

年
金
の
削
減
や
後
期
高
齢
者
医
療
費
の
窓

口
負
担
二
倍
化
が
行
わ
れ
、
来
年
度
か
ら

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
二
倍
化
も
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
防
衛
費
増
の
た
め

に
社
会
保
障
費
が
削
減
さ
れ
て
い
く
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

■
私
た
ち
は
ど
う
す
る
か
？

　
九
条
の
会
世
話
人
で
二
〇
〇
七
年
に
亡

く
な
っ
た
小
田
実
氏
は
、
以
下
の
言
葉
を

遺
し
て
い
ま
す
。

　「
政
治
と
か
経
済
と
か
文
化
と
か
、
そ

う
い
う
も
の
の
中
心
を
形
づ
く
る
の
は

「
大
き
な
人
間
」
で
す
ね
。
大
き
な
人
間

は
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

力
を
行
使
し
て
政
治
を
し
た
り
経
済
を
つ

く
っ
た
り
、あ
る
い
は
文
化
を
形
づ
く
る
。

そ
れ
に
対
し
て
「
小
さ
な
人
間
（
＝
普
通

の
市
民
）」
は
何
を
す
る
か
、
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
な
人
間
は
、
自
分
た
ち
小
さ
な
人

間
の
力
を
信
じ
て
、
そ
れ
で
も
っ
て
反
対

す
る
、
抗
議
す
る
、
や
り
直
し
さ
せ
る
、

是
正
す
る
、
変
更
さ
せ
る
。
小
さ
な
人
間

が
、
小
さ
な
人
間
の
力
で
大
き
な
人
間
の

や
り
方
を
正
し
く
す
る
、
私
は
こ
れ
が
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
が

な
か
っ
た
ら
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
な
い
ん
で

す
ね
。
そ
れ
を
ま
ず
私
た
ち
「
小
さ
な
人

間
」
の
側
が
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。」（
小
田
実
「
遺
す
言
葉
」）。

　
日
本
の
近
現
代
史
を
俯
瞰
す
る
と
、
一

八
六
八
年
の
明
治
維
新
か
ら
一
九
四
五
年

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
「
戦
争
の
時

代
」
が
七
十
七
年
、
一
九
四
六
年
日
本
国

憲
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
今
年
ま
で
の

「
平
和
の
時
代
」
が
七
十
七
年
と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
歴
史
の
分
岐
点

と
言
え
る
事
態
を
迎
え
、
あ
ら
た
め
て
一

人
の
市
民
と
し
て
、「
お
か
し
い
」
と
感

じ
る
こ
と
に
異
議
申
し
立
て
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く

の
職
員
が
今
年
も
忙
し
い
日
々
を
送
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
忙
し
い
中
で

も
戦
争
・
平
和
と
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
問

題
に
つ
い
て
、
学
び
合
い
、
話
し
合
い
、

行
動
し
た
い
、
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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　11月12日（土）オンラインにて薬局活動交
流集会を開催し、薬剤師56名と保険薬局の事
務ら19名が参加しました。今年も昨年に引き
続き新型コロナウイルス感染予防のためオンラ
インでの薬局活動交流集会開催となりました。

❶入職してからの思い出　❷新年の抱負

年男
年女
卯

年女

❶社会福祉法人虹に入社して約2年が経ちました。約2
年間仕事を覚えることや慣れることに精一杯で福祉関
係の勉強などほぼできませんでした。
❷今年度からは仕事をしっかりとこなしつつ、学習を
しながらよりよい介護福祉士として働けるよう努めて
いきたいと思っています。

ヘルパーステーションはるかぜ
介護福祉士

倉岡 楓子さん

くらおか ふう こ
年男

❶入職したのは2013年の4月で、早いもので入職から
10年が経とうとしています。色々な部署を経てきまし
たが、全ての職場の経験が自分の力になっていて、これ
からもその知識を組織の為に活かしていきたいです。
❷今年は36歳の年男ということで、20代からはおじさ
ん、上の方々からはまだまだ若造と見られるかもしれ
ませんが、自分のカラーを十二分に発揮して今年も良
い年にしていきたいと思います。

健生病院
事務

織田 桂輔さん

お だ けいすけ

県連薬局活動交流集会県連薬局活動交流集会県連薬局活動交流集会県連薬局活動交流集会
2022年度

　記念講演に、北海道民医連、勤医協中央病院薬剤部長・鶴山辰氏を講師に招き、民医連薬剤
活動の原点である「２つの視点（①健康権保障の担い手として。②医薬品を社会的にとらえる。）
と５つの目標（①民主的集団医療を軸に適正な薬物療法の実践。②薬害根絶と医薬品の安全確
保に全力をあげる。③患者・国民の人権を守るために行動。④地域に根ざした薬剤活動を展開。
⑤全国の仲間と力を合わせて取り組みをすすめる。）」をメインに講演していただきました。参

加者からは「患者さんを守るために論文などの研究データを鵜呑みにせず自分で考えることが大切だと感じた。」「社
会背景から患者さんを見るということがどれだけ大事かわかる講演でした。」「薬の安全性を評価するためには、本
質を見極める力が大事だと学びました。」「民医連薬剤師はどうあるべきか、いま一度振り返り考える機会を頂きま
した。態度×知識×技能であり、どれか１つでも欠けていればゼロ。このフレーズが心に刺さりました。」などの
感想が寄せられ、コロナ禍の厳しい環境の中で業務に追われながらも、「民医連薬剤師」としての役割を見つめ直
す機会になったようです。
　記念講演の後は、新人１年目薬剤師５名による自己紹介、県連薬剤部門を代
表として新薬・副作用モニター小委員会から活動報告をしていただきました。
　全体を通して、この薬局活動交流集会は県連内の薬剤師集団が集結し交流を
深めるための大変貴重な場となっていることをあらためて確認することができ
ました。今集会で学習した内容や意見交流した内容を生かし、今後の県連薬剤
活動がますます活発なものになる事を期待しています。（青森民医連　立花典明）

講師・鶴山　辰 氏

講師スライド

県
連「多職種のための経営の見方・考え方 Web学習会」

　十
一
月
十
九
日
（
土
）
講
師
に
相

馬
裕
先
生
を
迎
え
て
経
営
学
習
会
が

開
催
さ
れ
、
土
曜
日
の
午
後
に
も
か

か
わ
ら
ず
約
二
〇
〇
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
看
護
師
・
薬
剤
師
・
介

護
福
祉
士
を
中
心
に
事
務
系
以
外
の

参
加
が
特
に
多
か
っ
た
こ
と
が
特
徴

で
す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
い
ま

さ
ら
聞
け
な
い
経
営
の
基
本
に
つ
い

て
医
師
の
視
点
か
ら
お
伝
え
し
ま

す
。」
の
通
り
、
相
馬
先
生
が
経
営

を
学
ぶ
こ
と
な
っ
た
動
機
か
ら
始
ま

り
、民
医
連
統
一
会
計
基
準
の
意
義
、

財
務
資
料
の
基
本
的
な
見
方
や
簡
単

な
経
営
分
析
な
ど
事
例
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
ご
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
よ
り

「
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
、
経

営
資
料
に
対
す
る
苦
手
意
識
が
消
え

た
、
実
践
に
生
か
せ
る
。」
な
ど
の

感
想
が
多
数
占
め
、
理
解
度
も
高
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
相
馬
先
生
は

医
師
の
視
点
、
ト
ッ
プ
幹
部
の
視
点

か
ら
今
後
の
経
営
を
良
く
す
る
た
め

に
は
民
医
連
経
営
の
特
徴
で
あ
る
全

職
員
参
加
経
営
を
実
践
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
多
く

の
職
員
が
経
営
に
関
心
を
も
っ
て
学

ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
学
習
会
の
後
半
で
は
各
法

人
よ
り
二
〇
二
二
年
度
上
半
期
の
経

営
報
告
が
あ
り
、
特
に
薬
局
法
人
で

薬
価
改
定
等
の
影
響
に
よ
り
経
営
が

厳
し
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
経
営
委
員
会
と
し
て
今
回

の
学
習
会
の
要
点
と
し
て
、
毎
月
の

経
営
資
料
に
目
を
通
す
こ
と
、
経
営

状
況
に
つ
い
て
職
場
討
議
す
る
こ
と

を
呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
経
営
委
員
会

　副
委
員
長

崎
野
修
）

　
二
〇
二
二
年
十
一
月
六
日（
日
）、

第
五
十
一
回
看
護
介
護
活
動
研
究
交

流
集
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
「
支
え
よ
う
こ

の
時
代
　
つ
な
げ
よ
う
心
と
コ
コ

ロ
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
々
の
看
護
介

護
活
動
を
ま
と
め
た
十
七
演
題
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
貧
困
と
格
差
」
に
つ
い
て
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
自
立
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
も
や
い
理
事
長
の
大
西

連
氏
に
よ
る
講
演
も
あ
り
、
総
勢
一

〇
五
人
が
参
加
し
、
実
り
あ
る
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
二
回
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
っ
た
看
護
介
護
活
動
研
究

交
流
集
会
で
す
が
、
前
年
度
の
反
省

点
を
生
か
し
、
会
場
の
環
境
調
整
、

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
見
直
し
、
操
作

介
助
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
ト
ラ
ブ
ル

対
処
法
な
ど
を
学
び
万
全
の
状
態
で

開
催
に
臨
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
若
者
の
自
殺
率
が

主
要
先
進
国
で
ト
ッ
プ
の
日
本
に
お

い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
労
働
環
境
に
変

化
が
生
じ
、
生
活
が
困
窮
し
、
精
神

的
に
追
い
詰
め
ら
れ
自
殺
す
る
若
者

が
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
現
状
を
、

大
西
氏
の
活
動
と
体
験
か
ら
学
び
ま

し
た
。
困
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
支

第
55
回
定
期
総
会

支えようこの時代　つなげよう心とココロ

援
に
繋
が
る
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

く
、
受
け
ら
れ
る
は
ず
の
支
援
が
必

要
な
人
に
十
分
に
届
い
て
い
な
い
現

状
に
、
私
た
ち
民
医
連
の
職
員
と
し

て
何
が
出
来
る
の
か
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
に
お
け
る
発
表
で
は
、

民
医
連
綱
領
を
基
盤
に
、
い
の
ち
や

健
康
に
真
剣
に
向
き
合
っ
た
活
動
内

容
と
学
び
が
報
告
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
活
発
な
意
見

交
換
を
す
る
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
に
と
っ
て
交
流
集
会

は
自
身
の
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
聞
き
、
学
び
、
見
聞
を
広
げ
る

素
晴
ら
し
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

（
看
護
介
護
学
会
小
委
員
会成

田
良
美
）

　11月に県連内の７介護事業所に乗り入れ点検を実施しました。県

連高齢福祉委員会では毎年、法令遵守の把握、利用者個々のケアプラ

ンの実施把握、介護サービスの質向上の目的で実施しています。新型

コロナウイルス感染症の地域拡大により、2020年度は実施途中で中

止、2021年度は初めてWeb点検を実施、今年はコロナの地域状況

を見ながら現地に出向く通常の点検を行いました。

　受審事業所は、青森保健ではおおの包括支援センター、津軽保健では健生訪問看護ステーションたまち、五所川

原通所リハビリテーション、八戸医療では生協訪問看護ステーション虹、生協小規模多機能ホームみなみるいけの

家、社福虹ではデイサービス虹のひろばです。点検事業所と日程調整して、他法人の関連事業所から２～３名点検

に入りました。コロナの影響で受け入れ対応が難しく12月に延期した事業所が１か所、点検者の欠席も３名いま

したがお互い感染対策をしながら無事実施できました。

　事業所点検で気づくことの他、法人を越えた事業所間の交流がされ得たものも大きいものとなりました。点検を

受けた事業所も点検に向かった事業所も大変お疲れさまでした。 （高齢福祉委員会　委員長　加藤恵子）

第５１回 看護介護活動研究交流集会第５１回 看護介護活動研究交流集会

２０２２年度 県連内介護事業所乗り入れ点検
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　11月12日（土）オンラインにて薬局活動交
流集会を開催し、薬剤師56名と保険薬局の事
務ら19名が参加しました。今年も昨年に引き
続き新型コロナウイルス感染予防のためオンラ
インでの薬局活動交流集会開催となりました。

❶入職してからの思い出　❷新年の抱負

年男
年女
卯

年女

❶社会福祉法人虹に入社して約2年が経ちました。約2
年間仕事を覚えることや慣れることに精一杯で福祉関
係の勉強などほぼできませんでした。
❷今年度からは仕事をしっかりとこなしつつ、学習を
しながらよりよい介護福祉士として働けるよう努めて
いきたいと思っています。

ヘルパーステーションはるかぜ
介護福祉士

倉岡 楓子さん

くらおか ふう こ
年男

❶入職したのは2013年の4月で、早いもので入職から
10年が経とうとしています。色々な部署を経てきまし
たが、全ての職場の経験が自分の力になっていて、これ
からもその知識を組織の為に活かしていきたいです。
❷今年は36歳の年男ということで、20代からはおじさ
ん、上の方々からはまだまだ若造と見られるかもしれ
ませんが、自分のカラーを十二分に発揮して今年も良
い年にしていきたいと思います。

健生病院
事務

織田 桂輔さん

お だ けいすけ

県連薬局活動交流集会県連薬局活動交流集会県連薬局活動交流集会県連薬局活動交流集会
2022年度

　記念講演に、北海道民医連、勤医協中央病院薬剤部長・鶴山辰氏を講師に招き、民医連薬剤
活動の原点である「２つの視点（①健康権保障の担い手として。②医薬品を社会的にとらえる。）
と５つの目標（①民主的集団医療を軸に適正な薬物療法の実践。②薬害根絶と医薬品の安全確
保に全力をあげる。③患者・国民の人権を守るために行動。④地域に根ざした薬剤活動を展開。
⑤全国の仲間と力を合わせて取り組みをすすめる。）」をメインに講演していただきました。参

加者からは「患者さんを守るために論文などの研究データを鵜呑みにせず自分で考えることが大切だと感じた。」「社
会背景から患者さんを見るということがどれだけ大事かわかる講演でした。」「薬の安全性を評価するためには、本
質を見極める力が大事だと学びました。」「民医連薬剤師はどうあるべきか、いま一度振り返り考える機会を頂きま
した。態度×知識×技能であり、どれか１つでも欠けていればゼロ。このフレーズが心に刺さりました。」などの
感想が寄せられ、コロナ禍の厳しい環境の中で業務に追われながらも、「民医連薬剤師」としての役割を見つめ直
す機会になったようです。
　記念講演の後は、新人１年目薬剤師５名による自己紹介、県連薬剤部門を代
表として新薬・副作用モニター小委員会から活動報告をしていただきました。
　全体を通して、この薬局活動交流集会は県連内の薬剤師集団が集結し交流を
深めるための大変貴重な場となっていることをあらためて確認することができ
ました。今集会で学習した内容や意見交流した内容を生かし、今後の県連薬剤
活動がますます活発なものになる事を期待しています。（青森民医連　立花典明）

講師・鶴山　辰 氏

講師スライド

県
連「多職種のための経営の見方・考え方 Web学習会」

　十
一
月
十
九
日
（
土
）
講
師
に
相

馬
裕
先
生
を
迎
え
て
経
営
学
習
会
が

開
催
さ
れ
、
土
曜
日
の
午
後
に
も
か

か
わ
ら
ず
約
二
〇
〇
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
看
護
師
・
薬
剤
師
・
介

護
福
祉
士
を
中
心
に
事
務
系
以
外
の

参
加
が
特
に
多
か
っ
た
こ
と
が
特
徴

で
す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
い
ま

さ
ら
聞
け
な
い
経
営
の
基
本
に
つ
い

て
医
師
の
視
点
か
ら
お
伝
え
し
ま

す
。」
の
通
り
、
相
馬
先
生
が
経
営

を
学
ぶ
こ
と
な
っ
た
動
機
か
ら
始
ま

り
、民
医
連
統
一
会
計
基
準
の
意
義
、

財
務
資
料
の
基
本
的
な
見
方
や
簡
単

な
経
営
分
析
な
ど
事
例
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
ご
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
よ
り

「
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
、
経

営
資
料
に
対
す
る
苦
手
意
識
が
消
え

た
、
実
践
に
生
か
せ
る
。」
な
ど
の

感
想
が
多
数
占
め
、
理
解
度
も
高
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
相
馬
先
生
は

医
師
の
視
点
、
ト
ッ
プ
幹
部
の
視
点

か
ら
今
後
の
経
営
を
良
く
す
る
た
め

に
は
民
医
連
経
営
の
特
徴
で
あ
る
全

職
員
参
加
経
営
を
実
践
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
多
く

の
職
員
が
経
営
に
関
心
を
も
っ
て
学

ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
学
習
会
の
後
半
で
は
各
法

人
よ
り
二
〇
二
二
年
度
上
半
期
の
経

営
報
告
が
あ
り
、
特
に
薬
局
法
人
で

薬
価
改
定
等
の
影
響
に
よ
り
経
営
が

厳
し
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
経
営
委
員
会
と
し
て
今
回

の
学
習
会
の
要
点
と
し
て
、
毎
月
の

経
営
資
料
に
目
を
通
す
こ
と
、
経
営

状
況
に
つ
い
て
職
場
討
議
す
る
こ
と

を
呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
経
営
委
員
会

　副
委
員
長

崎
野
修
）
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　11月26日（土）～27日（日）、2022年日本平和大会がオンラインで開催され、延べ約1,200ヶ所での視聴会、
個人視聴で約 4,000 人が参加し、県連内では、津軽保健本部から延べ７名が視聴参加しました。開会集会では、
岸田政権が狙う「戦争する国づくり」を許さない運動の強化が求められていると述べ、「大軍拡路線ではなく憲法９
条をいかし、東アジアに非核・平和の流れを広げよう」と語られました。本大会での報告や討論では、今日の情勢
を敏感に受け止め、全国各地で湧き
起っている運動が交流されました。
また、各国からの報告は、ウクライ
ナ、イギリス、韓国、ベトナムの代
表がそれぞれ激動の中で平和のため
にたたかう取り組みを語り、私たち
の認識を豊かにし、連帯を深めたも
のとなりました。私たちも、日本が
ふたたび戦争の道を歩むことは許さ
ず、憲法に基づく外交努力を尽くす
ことを求めるとともに、コロナや物
価高騰にあえぐ国民に軍拡財源を押
し付けることを許してはいけないと
いう声をあげていきましょう。

（反核平和委員会 委員長 角田尚樹）

年女

❶入職してから4年が経ちました。振り返ると、右も左もわから
ず日々仕事を覚える毎日だったように思います。様々な体験や経
験を積み、現在の職業に就く事ができ、やりがいを感じながら毎
日を楽しく送ることができています。
❷うさぎ年は、跳び姿から「飛躍」「向上」を意味するとも言われ
ており、2023年は大きく進歩し良い方向へ向かうように頑張っ
ていきたいと思います。

障がい者生活支援センターすみれ
相談支援専門員

木村 優子さん

き むら ゆう こ

2022年度

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

  
〜
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
守
ろ
う
〜

　十
月
二
十
五
日
（
火
）
西
北
地
域
の

懇
談
が
あ
り
、鶴
田
町
、板
柳
町
、鯵
ヶ

沢
町
、
深
浦
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　鶴
田
町
と
の
懇
談
に
は
津
軽
保
健
か

ら
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
国
民
健
康

保
険
料
に
つ
い
て
、
今
年
度
独
自
に
資

産
割
と
平
等
割
を
ゼ
ロ
に
、
均
等
割
を

半
額
に
引
き
下
げ
。
さ
ら
に
物
価
高
で

生
活
へ
の
打
撃
が
大
き
い
た
め
、
来
年

度
も
可
能
で
あ
れ
ば
継
続
し
た
い
と
の

説
明
に
、
参
加
者
か
ら
感
心
と
驚
き
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　十
一
月
一
日
（
火
）
田
舎
館
村
と
の

懇
談
へ
津
軽
保
健
生
協
か
ら
二
名
参
加

し
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、

今
年
度
保
険
料
を
六
四
〇
〇
円
か
ら
六

二
〇
〇
円
へ
引
き
下
げ
を
実
施
。
子
ど

も
施
策
・
子
育
て
支
援
で
は
、
第
一
子
・

第
二
子
へ
小
中
学
校
給
食
費
を
半
額
助

成
、
第
三
子
以
降
無
償
に
。
さ
ら
に
今

年
度
四
月
か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
で
半
年
間

無
償
化
を
実
施
。
地
域
住
民
に
寄
り

添
っ
た
施
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

就
学
援
助
費
の
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
は
入
学
後
の
五
月
支
給
と
の
こ
と

で
、
参
加
者
か
ら
前
年
度
支
給
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　現
在
七
十
五
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負

担
二
倍
化
実
施
や
介
護
保
険
制
度
改
悪

な
ど
、
地
域
住
民
の
自
己
負
担
増
額
や

利
用
控
え
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
自
治
体
に
住
民
の
声
を
届
け
る

全
県
的
な
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。（
津
軽
保
健
生
協

組
織
部

　下
林
夏
希
）

　十
月
二
十
四
日（
月
）〜
十
一
月
一
日（
火
）中
弘
南
黒
西
北
地
域
で
各
自
治

体
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
を
中
心
に
各

加
盟
団
体
か
ら
参
加
が
あ
り
、
津
軽
保
健
生
協
か
ら
は
社
会
保
障
平
和
委
員
や

職
員
な
ど
延
べ
二
十
五
名
程
参
加
。
そ
こ
で
は
国
保
や
介
護
保
険
、
子
ど
も
施

策
・
子
育
て
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
要
求
を
し
ま
し
た
。

鶴田町との懇談

岸田政権は年末までに、憲法９条を破壊する
危険な敵基地攻撃・大軍拡方針を決めようとしています。
この道を止めるため、2022年日本平和大会（オンライン）で
学習と交流を深め、運動を広げましょう。
「どうしたら平和な日本とアジアをつくれるのか」
「日米安保条約はこれでいいのか」の課題を正面から考えます。
オンラインでどこからでも、どなたでも参加できます。
あなたも日本平和大会へ！

開会集会  11月26日(土)10時～12時

閉会集会  11月27日(日)10時～12時

シンポ・分科会
　　　11月26日(土)13時30分～16時30分

おうちでも・お近くの視聴会場でも
～オンライン会議アプリZoomを使います～
※参加にはお申し込みと参加費が必要です。
　各都道府県実行委員会へお問い合わせください。
　詳細は開催要項（大会ウェブサイトに掲載）をご覧ください。

学習パンフ
250円

詳細が決まり次第、大会ウェブサイト
でお知らせします

http://www.heiwataikai.info/主催／2022年日本平和大会実行委員会

11月26日(土)・11月27日(日)
日本平和大会

オ ン
ライン

〈お問い合わせ〉東京都港区芝1-4-9平和会館4階 日本平和委員会気付　TEL 03-3451-6377　FAX 03-3451-6277

好評発売中
　いまこそ、ゆるがぬ平和を世界と日本に
●ロシアは侵略をただちにやめよ！　国連憲章守れ！
●敵基地攻撃・大軍拡ノー！　憲法９条守れ！　
●軍事同盟強化でなく、東アジアに非核平和の流れを広げよう

1 シンポジウム―ロシアのウクライナ侵略と共に考える―
　　どうしたら核兵器も戦争もないアジアと
　　日本をつくれるか？
2 敵基地攻撃・大軍拡を許さない学習と運動の交流
※その他プレ企画や、実行委員会参加団体主催による自主企画も
　準備します。大会ウェブサイトで随時お知らせ！

2019年に沖縄で開催した日本平和大会。
今年はオンラインで全国を結びます

全国、世界を結び
学び・交流・議論します

日米軍事同盟・米軍基地

2022年2022年
なくそう！！

日本平和大会

なくそう！！

国内外の運動を大交流
開会集会 11月26日（土）10時～12時
世界の市民と考える
～ロシアのウクライナ侵略反対、国連憲章守れ、軍事同盟強化反対、非核平和の世界を～

全国の草の根の平和運動を交流
○全国で進む異常な軍事基地強化とのたたかい
○沖縄施政権返還50年　沖縄・南西諸島からの報告
○政党・国会議員からのあいさつ、大軍拡を許さないゲストスピーチ など予定

学習と交流  さらに深堀り
シンポ・分科会 11月26日（土）13時半～16時半
１  シンポジウム ロシアのウクライナ侵略と共に考える
　  どうしたら核兵器も戦争もないアジアと日本をつくれるか

これでいいの？日米安保
閉会集会 11月27日（日）10時～12時
  トークセッション  日米軍事同盟発効70年特別企画
日本は日米軍事同盟の下で平和だったのか
どうすれば軍事同盟でない平和の道を開くことができるのか

岸田政権の大軍拡・改憲路線
の声を広げよう。

イギリス
ＣＮＤ（核軍縮キャンペーン）議長

　ＮＡＴＯに抗して

  非核平和の北東アジアを
韓国
韓神大学統一平和政策
研究院先任研究員
イ・ジュンキュ

日本
日本平和委員会常任理事　
川田忠明

○特別報告／米軍基地からの有害化学物質流出を許さない！
○各分野からのリレートーク　○文化行事

ジャーナリスト
半田　滋

  米戦略分析の第一人者
アメリカ
平和・軍縮・
共通安全保障キャンペーン議長　
ジョゼフ・ガーソン 

  NATO加盟に反対

フィンランド
平和ユニオン議長
（元ＥＵ議員）
タリア・クロンベルク

  米英豪同盟にNO!

オーストラリア
反基地キャンペーン連合　
ハンナ・ミドルトン

コーディネーター　
日本原水協国際部長  土田弥生

安保破棄中央実行委員会常任幹事
小泉親司

室蘭工業大学大学院教授・
憲法学者　
清末愛砂        他　　　

フリージャーナリスト　
布施祐仁　

ウクライナ出身の
国際的ソプラノ歌手

オクサーナ・ステパニュックさん
と三多摩青年合唱団

ウクライナ
平和主義運動　
ユーリイ・シェリアゼンコ
　戦争を終わらせるために

多彩なゲスト
とともに多彩なゲスト
とともに

ロシアのウクラ
イナ侵略に抗議
して開かれた名
古屋市での集会
＝22年2月

徳島県に陸上自衛隊
のオスプレイが初飛
来したのに抗議する
人たち＝22年7月

沖縄・辺野古への新基地建設中止を求めて宣伝する群馬県伊勢崎市の人たち
＝21年12月

２   分科会 敵基地攻撃・大軍拡を    
       許さない学習と運動の交流

NO!

韓国 ＳＰＡＲＫ（平和と統一を拓く人々）から　
　　　　   韓米同盟に抗して

トム・アントレーナー

ベトナムから　
　ＡＳＥＡＮ加盟国の市民として

2022年日本平和大会 ～いまこそ、ゆるがぬ平和を世界と日本に～

た なか ま ゆ

青森保健生活協同組合
事務

田中 真結さん
❶入職してからたくさんの楽しい思い出がありますが、昨年組合員さんと行っ
た中部クリニック再建後のチラシ配りが特に印象に残っています。コロナ禍に
入職したこともあり、組合員さんと一緒に活動する機会があまり無く、初めて
組合員さんと触れ合えた機会となりました。不慣れな私に組合員さんが優しく
地域行動について教えてくださったのも有難く、また中部クリニックの再建に
ついて、「待っていたよ」という温かい声援を頂けたのも嬉しかったです。
❷今年は、仕事の知識を一層深め、新しく出来る仕事を少しずつ
でも増やしていきたいと思います。

年女年女 帯野 香奈さん

おび の か な

八戸生協診療所
看護師

❶私が診療所へ入職してから、電子カルテの導入・所長交代・そ
してコロナ過へ突入と目まぐるしい時が経過し早10年目を迎え
ようとしています。現在は在宅部門へ配属となり日々学びの姿勢
で業務に励んでおります。個人的には初めての出産経験を経て子
育てと仕事の両立にバタバタと毎日を過ごしています。
❷毎日が慌ただしく過ぎ、気持ちが焦っている日々を過ごしてい
るので、今年は（マッサージやアロマなどで）心身ともにリラッ
クスした時間をゆっくり過ごしたいです。

あけぼの薬局妙見店
薬剤師

葛西 孝行さん年男

❶1986年5月1日協和病院に薬剤師として勤務しました。初日がメーデー
のため最初の仕事は集会と花見への参加でした。花見では、酒を注がれ
るまま飲んでいたので、翌日は二日酔いで勤務したのを覚えています。そ
の後、医薬分業を進めるなか、病院に残るか保険薬局かで、「チーム医療
を実践出来る」病院に残りました。今は保険薬剤師として勤務しています。
❷今年、60歳で定年になります。年金も65歳でないともらえな
いので、仕事は続けながら、忙しくてできなかった趣味を再開し
たいと思っています。

か さい たかゆき

　十
一
月
二
十
六
日（
土
）、
二
〇

二
二
年
度
青
森
県
民
医
連
薬
剤
師
一

年
目
研
修
が
浪
岡
公
民
館
と
オ
ン
ラ

イ
ン
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
年

目
薬
剤
師
が
四
名
参
加
、
講
師
は
葛

西
孔
明
薬
剤
師（
フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬

局
）が
担
当
し
薬
剤
の
基
本
に
つ
い

て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　民
医
連
薬
剤
師
と
し
て
薬
と
ど
う

向
き
合
う
か
を
主
題
に
し
、
薬
の
本

質
と
は
な
に
か
、
薬
の
二
面
性
を
知

る
こ
と
、
薬
を
正
し
く
評
価
す
る
た

め
に
論
文
を
読
む
知
識
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
な
ど
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
薬
害
の
歴

史
や
論
文
の
改
ざ
ん
、
日
本
や
海
外

の
薬
価
制
度
の
比
較
、
最
近
問
題
と

薬剤師一年目研修
2022年度

第
55
回
定
期
総
会

県 連 事 務 局 人 事 往 来

みうら

三浦　　郁
かおる

 あおもり協立病院 10月１日
帰任日帰任先

だいまるや

䑓丸谷未央
み お

 津軽保健生活協同組合 10月１日
かねえだ

金枝　維子
つなこ

 津軽保健生活協同組合 12月１日

帰任

　現在、１年目研修医は10名と歴代最多の人数です。
右も左もわからず各方面にご迷惑をおか
けするかもしれませんが、一人一人が充
実した研修を送れるようサポートしたい
と思います。よろしくお願いします。

さ　さ　き

佐々木 悠人
ゆうと

（健生病院臨床支援課⇒青森民医連弘前事務所）

着任

　このたび民医連青森事務所に出向となりました相馬と
申します。私は青森保健生協で約20
年、医療の現場で事務職として働いてき
ました。これからはまた新しい視点
で、病院で働く人も患者様もしあわせ
であるように頑張っていきたいと
思います。

そうま

相馬　志保
し ほ （協立クリニック診療サービス課

　　　 ⇒青森民医連青森事務所）
着任

な
っ
て
い
る

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
不
正

製
造
に
つ
い
て

も
触
れ
、
途
中

質
問
を
投
げ
か

け
る
な
ど
幅
広

い
内
容
の
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、「
理
解
し
や
す

い
内
容
だ
っ
た
。」「
大
学
や
業
務
で
学

ん
だ
こ
と
の
振
り
返
り
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
、
民
医
連

薬
剤
師
と
し
て
、
薬
の
安
全
性
・
有

効
性
を
評
価
し
、
薬
の
本
質
を
見
抜

く
力
を
つ
け
る
こ
と
が
、
患
者
の
安

全
や
利
益
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と

意
識
で
き
た
と
思
い
ま
す
。（
薬
剤

師
育
成
小
委
員
会

　佐
藤
賀
奈
子
）

民医連の薬剤師として薬剤とどう向き合うか

　講師の白神弁護士は、最初に「憲法を守る義務を負っているのは誰でしょうか？」と問いかけ、「憲法を守らなけれ
ばいけないのは国民ではなく、国や政治家などの権力者です。憲法は、権力者が暴走することなく、国民のための政治
をするよう、権力者を縛るために存在します。それが立憲主義です。」と話されました。白神弁護士は「戦前は天皇や
国が最高の価値とされ、国民はそれを守るために死ぬことを強制された。日本国憲法は、そんな悲惨な戦争の反省から
価値観を180度変え、人間の命・尊厳こそ最高の宝とし、個人個人が自由に幸せに生きることを最高の価値とした。そ
の実現こそが、今の憲法で定められたこの国の『目的』であり、国や政治家の仕事です。」と強調し、「フィンランドは、
医師も含めて残業がなく、全ての教育段階の無償、18歳までの医療費無償などを実現している。日本国憲法をちゃん

と実現する政府に変えれば、今すぐこういう社会を実現できる。」と熱く語りました。
最後に、憲法９条を変えようとする現在の政府の動きに対し、「そもそも憲法に縛られ
る立場であるはずの政府が、自分たちの縛りを解こうと憲法を変えようとするのは憲法
違反です。」と指摘し、「戦争は、国民の命も、自由も、尊厳も奪う。国に憲法を守らせ、
健康で幸せに暮らせる社会を実現させましょう。」と結びました。
　参加した学生からは、多くの感想や質問が寄せられ、ディスカッションも活発に行な
われました。「署名は意味があるのでしょうか？」という学生の質問には、「核兵器禁止
条約が成立したのは署名の力。それに署名がたくさん集まれば、国は憲法改正の国民投
票をしても負けると判断し、改憲発議をすることができない。大きな力になる。 」と 
白神弁護士の対応に、職員も励まされる思いでした。今後も継続して学生と学びを深め
ていきたいです。  （青森民医連　相馬小百合）

　10月29日（土）、オンラインにて2022年度青森県民医連医系学生合同奨学生会議を開催しました。医学生・看護学生10名、職
員８名が参加しました。講師には「明日の自由を守る弁護士の会」の白神優理子弁護士を招き、日本国憲法の成り立ちから、憲法が
どういう中身で生活にどう関わっているか、今どのように変えられようとしているかについて学び、ディスカッションを行ないました。

医系学生合同奨学生会議 学 ぼ う 、 日 本 国 憲 法
医 療 者 と し て 今 こ そ

4



　11月26日（土）～27日（日）、2022年日本平和大会がオンラインで開催され、延べ約1,200ヶ所での視聴会、
個人視聴で約 4,000 人が参加し、県連内では、津軽保健本部から延べ７名が視聴参加しました。開会集会では、
岸田政権が狙う「戦争する国づくり」を許さない運動の強化が求められていると述べ、「大軍拡路線ではなく憲法９
条をいかし、東アジアに非核・平和の流れを広げよう」と語られました。本大会での報告や討論では、今日の情勢
を敏感に受け止め、全国各地で湧き
起っている運動が交流されました。
また、各国からの報告は、ウクライ
ナ、イギリス、韓国、ベトナムの代
表がそれぞれ激動の中で平和のため
にたたかう取り組みを語り、私たち
の認識を豊かにし、連帯を深めたも
のとなりました。私たちも、日本が
ふたたび戦争の道を歩むことは許さ
ず、憲法に基づく外交努力を尽くす
ことを求めるとともに、コロナや物
価高騰にあえぐ国民に軍拡財源を押
し付けることを許してはいけないと
いう声をあげていきましょう。

（反核平和委員会 委員長 角田尚樹）

年女

❶入職してから4年が経ちました。振り返ると、右も左もわから
ず日々仕事を覚える毎日だったように思います。様々な体験や経
験を積み、現在の職業に就く事ができ、やりがいを感じながら毎
日を楽しく送ることができています。
❷うさぎ年は、跳び姿から「飛躍」「向上」を意味するとも言われ
ており、2023年は大きく進歩し良い方向へ向かうように頑張っ
ていきたいと思います。

障がい者生活支援センターすみれ
相談支援専門員

木村 優子さん

き むら ゆう こ

2022年度

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

  

〜
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
守
ろ
う
〜

　十
月
二
十
五
日
（
火
）
西
北
地
域
の

懇
談
が
あ
り
、鶴
田
町
、板
柳
町
、鯵
ヶ

沢
町
、
深
浦
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　鶴
田
町
と
の
懇
談
に
は
津
軽
保
健
か

ら
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
国
民
健
康

保
険
料
に
つ
い
て
、
今
年
度
独
自
に
資

産
割
と
平
等
割
を
ゼ
ロ
に
、
均
等
割
を

半
額
に
引
き
下
げ
。
さ
ら
に
物
価
高
で

生
活
へ
の
打
撃
が
大
き
い
た
め
、
来
年

度
も
可
能
で
あ
れ
ば
継
続
し
た
い
と
の

説
明
に
、
参
加
者
か
ら
感
心
と
驚
き
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　十
一
月
一
日
（
火
）
田
舎
館
村
と
の

懇
談
へ
津
軽
保
健
生
協
か
ら
二
名
参
加

し
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、

今
年
度
保
険
料
を
六
四
〇
〇
円
か
ら
六

二
〇
〇
円
へ
引
き
下
げ
を
実
施
。
子
ど

も
施
策
・
子
育
て
支
援
で
は
、
第
一
子
・

第
二
子
へ
小
中
学
校
給
食
費
を
半
額
助

成
、
第
三
子
以
降
無
償
に
。
さ
ら
に
今

年
度
四
月
か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
で
半
年
間

無
償
化
を
実
施
。
地
域
住
民
に
寄
り

添
っ
た
施
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

就
学
援
助
費
の
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
は
入
学
後
の
五
月
支
給
と
の
こ
と

で
、
参
加
者
か
ら
前
年
度
支
給
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　現
在
七
十
五
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負

担
二
倍
化
実
施
や
介
護
保
険
制
度
改
悪

な
ど
、
地
域
住
民
の
自
己
負
担
増
額
や

利
用
控
え
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
自
治
体
に
住
民
の
声
を
届
け
る

全
県
的
な
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。（
津
軽
保
健
生
協

組
織
部

　下
林
夏
希
）

　十
月
二
十
四
日（
月
）〜
十
一
月
一
日（
火
）中
弘
南
黒
西
北
地
域
で
各
自
治

体
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
を
中
心
に
各

加
盟
団
体
か
ら
参
加
が
あ
り
、
津
軽
保
健
生
協
か
ら
は
社
会
保
障
平
和
委
員
や

職
員
な
ど
延
べ
二
十
五
名
程
参
加
。
そ
こ
で
は
国
保
や
介
護
保
険
、
子
ど
も
施

策
・
子
育
て
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
要
求
を
し
ま
し
た
。

鶴田町との懇談

岸田政権は年末までに、憲法９条を破壊する
危険な敵基地攻撃・大軍拡方針を決めようとしています。
この道を止めるため、2022年日本平和大会（オンライン）で
学習と交流を深め、運動を広げましょう。
「どうしたら平和な日本とアジアをつくれるのか」
「日米安保条約はこれでいいのか」の課題を正面から考えます。
オンラインでどこからでも、どなたでも参加できます。
あなたも日本平和大会へ！

開会集会  11月26日(土)10時～12時

閉会集会  11月27日(日)10時～12時

シンポ・分科会
　　　11月26日(土)13時30分～16時30分

おうちでも・お近くの視聴会場でも
～オンライン会議アプリZoomを使います～
※参加にはお申し込みと参加費が必要です。
　各都道府県実行委員会へお問い合わせください。
　詳細は開催要項（大会ウェブサイトに掲載）をご覧ください。

学習パンフ
250円

詳細が決まり次第、大会ウェブサイト
でお知らせします

http://www.heiwataikai.info/主催／2022年日本平和大会実行委員会

11月26日(土)・11月27日(日)
日本平和大会

オ ン
ライン

〈お問い合わせ〉東京都港区芝1-4-9平和会館4階 日本平和委員会気付　TEL 03-3451-6377　FAX 03-3451-6277

好評発売中
　いまこそ、ゆるがぬ平和を世界と日本に
●ロシアは侵略をただちにやめよ！　国連憲章守れ！
●敵基地攻撃・大軍拡ノー！　憲法９条守れ！　
●軍事同盟強化でなく、東アジアに非核平和の流れを広げよう

1 シンポジウム―ロシアのウクライナ侵略と共に考える―
　　どうしたら核兵器も戦争もないアジアと
　　日本をつくれるか？
2 敵基地攻撃・大軍拡を許さない学習と運動の交流
※その他プレ企画や、実行委員会参加団体主催による自主企画も
　準備します。大会ウェブサイトで随時お知らせ！

2019年に沖縄で開催した日本平和大会。
今年はオンラインで全国を結びます

全国、世界を結び
学び・交流・議論します

日米軍事同盟・米軍基地

2022年2022年
なくそう！！

日本平和大会

なくそう！！

国内外の運動を大交流
開会集会 11月26日（土）10時～12時
世界の市民と考える
～ロシアのウクライナ侵略反対、国連憲章守れ、軍事同盟強化反対、非核平和の世界を～

全国の草の根の平和運動を交流
○全国で進む異常な軍事基地強化とのたたかい
○沖縄施政権返還50年　沖縄・南西諸島からの報告
○政党・国会議員からのあいさつ、大軍拡を許さないゲストスピーチ など予定

学習と交流  さらに深堀り
シンポ・分科会 11月26日（土）13時半～16時半
１  シンポジウム ロシアのウクライナ侵略と共に考える
　  どうしたら核兵器も戦争もないアジアと日本をつくれるか

これでいいの？日米安保
閉会集会 11月27日（日）10時～12時
  トークセッション  日米軍事同盟発効70年特別企画
日本は日米軍事同盟の下で平和だったのか
どうすれば軍事同盟でない平和の道を開くことができるのか

岸田政権の大軍拡・改憲路線
の声を広げよう。

イギリス
ＣＮＤ（核軍縮キャンペーン）議長

　ＮＡＴＯに抗して

  非核平和の北東アジアを
韓国
韓神大学統一平和政策
研究院先任研究員
イ・ジュンキュ

日本
日本平和委員会常任理事　
川田忠明

○特別報告／米軍基地からの有害化学物質流出を許さない！
○各分野からのリレートーク　○文化行事

ジャーナリスト
半田　滋

  米戦略分析の第一人者
アメリカ
平和・軍縮・
共通安全保障キャンペーン議長　
ジョゼフ・ガーソン 

  NATO加盟に反対

フィンランド
平和ユニオン議長
（元ＥＵ議員）
タリア・クロンベルク

  米英豪同盟にNO!

オーストラリア
反基地キャンペーン連合　
ハンナ・ミドルトン

コーディネーター　
日本原水協国際部長  土田弥生

安保破棄中央実行委員会常任幹事
小泉親司

室蘭工業大学大学院教授・
憲法学者　
清末愛砂        他　　　

フリージャーナリスト　
布施祐仁　

ウクライナ出身の
国際的ソプラノ歌手

オクサーナ・ステパニュックさん
と三多摩青年合唱団

ウクライナ
平和主義運動　
ユーリイ・シェリアゼンコ
　戦争を終わらせるために

多彩なゲスト
とともに多彩なゲスト
とともに

ロシアのウクラ
イナ侵略に抗議
して開かれた名
古屋市での集会
＝22年2月

徳島県に陸上自衛隊
のオスプレイが初飛
来したのに抗議する
人たち＝22年7月

沖縄・辺野古への新基地建設中止を求めて宣伝する群馬県伊勢崎市の人たち
＝21年12月

２   分科会 敵基地攻撃・大軍拡を    
       許さない学習と運動の交流

NO!

韓国 ＳＰＡＲＫ（平和と統一を拓く人々）から　
　　　　   韓米同盟に抗して

トム・アントレーナー

ベトナムから　
　ＡＳＥＡＮ加盟国の市民として

2022年日本平和大会 ～いまこそ、ゆるがぬ平和を世界と日本に～

た なか ま ゆ

青森保健生活協同組合
事務

田中 真結さん
❶入職してからたくさんの楽しい思い出がありますが、昨年組合員さんと行っ
た中部クリニック再建後のチラシ配りが特に印象に残っています。コロナ禍に
入職したこともあり、組合員さんと一緒に活動する機会があまり無く、初めて
組合員さんと触れ合えた機会となりました。不慣れな私に組合員さんが優しく
地域行動について教えてくださったのも有難く、また中部クリニックの再建に
ついて、「待っていたよ」という温かい声援を頂けたのも嬉しかったです。
❷今年は、仕事の知識を一層深め、新しく出来る仕事を少しずつ
でも増やしていきたいと思います。

年女年女 帯野 香奈さん

おび の か な

八戸生協診療所
看護師

❶私が診療所へ入職してから、電子カルテの導入・所長交代・そ
してコロナ過へ突入と目まぐるしい時が経過し早10年目を迎え
ようとしています。現在は在宅部門へ配属となり日々学びの姿勢
で業務に励んでおります。個人的には初めての出産経験を経て子
育てと仕事の両立にバタバタと毎日を過ごしています。
❷毎日が慌ただしく過ぎ、気持ちが焦っている日々を過ごしてい
るので、今年は（マッサージやアロマなどで）心身ともにリラッ
クスした時間をゆっくり過ごしたいです。

あけぼの薬局妙見店
薬剤師

葛西 孝行さん年男

❶1986年5月1日協和病院に薬剤師として勤務しました。初日がメーデー
のため最初の仕事は集会と花見への参加でした。花見では、酒を注がれ
るまま飲んでいたので、翌日は二日酔いで勤務したのを覚えています。そ
の後、医薬分業を進めるなか、病院に残るか保険薬局かで、「チーム医療
を実践出来る」病院に残りました。今は保険薬剤師として勤務しています。
❷今年、60歳で定年になります。年金も65歳でないともらえな
いので、仕事は続けながら、忙しくてできなかった趣味を再開し
たいと思っています。

か さい たかゆき

　十
一
月
二
十
六
日（
土
）、
二
〇

二
二
年
度
青
森
県
民
医
連
薬
剤
師
一

年
目
研
修
が
浪
岡
公
民
館
と
オ
ン
ラ

イ
ン
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
年

目
薬
剤
師
が
四
名
参
加
、
講
師
は
葛

西
孔
明
薬
剤
師（
フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬

局
）が
担
当
し
薬
剤
の
基
本
に
つ
い

て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　民
医
連
薬
剤
師
と
し
て
薬
と
ど
う

向
き
合
う
か
を
主
題
に
し
、
薬
の
本

質
と
は
な
に
か
、
薬
の
二
面
性
を
知

る
こ
と
、
薬
を
正
し
く
評
価
す
る
た

め
に
論
文
を
読
む
知
識
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
な
ど
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
薬
害
の
歴

史
や
論
文
の
改
ざ
ん
、
日
本
や
海
外

の
薬
価
制
度
の
比
較
、
最
近
問
題
と

薬剤師一年目研修
2022年度

第
55
回
定
期
総
会

県 連 事 務 局 人 事 往 来

みうら

三浦　　郁
かおる

 あおもり協立病院 10月１日
帰任日帰任先

だいまるや

䑓丸谷未央
み お

 津軽保健生活協同組合 10月１日
かねえだ

金枝　維子
つなこ

 津軽保健生活協同組合 12月１日

帰任

　現在、１年目研修医は10名と歴代最多の人数です。
右も左もわからず各方面にご迷惑をおか
けするかもしれませんが、一人一人が充
実した研修を送れるようサポートしたい
と思います。よろしくお願いします。

さ　さ　き

佐々木 悠人
ゆうと

（健生病院臨床支援課⇒青森民医連弘前事務所）

着任

　このたび民医連青森事務所に出向となりました相馬と
申します。私は青森保健生協で約20
年、医療の現場で事務職として働いてき
ました。これからはまた新しい視点
で、病院で働く人も患者様もしあわせ
であるように頑張っていきたいと
思います。

そうま

相馬　志保
し ほ （協立クリニック診療サービス課

　　　 ⇒青森民医連青森事務所）
着任

な
っ
て
い
る

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
不
正

製
造
に
つ
い
て

も
触
れ
、
途
中

質
問
を
投
げ
か

け
る
な
ど
幅
広

い
内
容
の
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、「
理
解
し
や
す

い
内
容
だ
っ
た
。」「
大
学
や
業
務
で
学

ん
だ
こ
と
の
振
り
返
り
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
、
民
医
連

薬
剤
師
と
し
て
、
薬
の
安
全
性
・
有

効
性
を
評
価
し
、
薬
の
本
質
を
見
抜

く
力
を
つ
け
る
こ
と
が
、
患
者
の
安

全
や
利
益
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と

意
識
で
き
た
と
思
い
ま
す
。（
薬
剤

師
育
成
小
委
員
会

　佐
藤
賀
奈
子
）

民医連の薬剤師として薬剤とどう向き合うか

　講師の白神弁護士は、最初に「憲法を守る義務を負っているのは誰でしょうか？」と問いかけ、「憲法を守らなけれ
ばいけないのは国民ではなく、国や政治家などの権力者です。憲法は、権力者が暴走することなく、国民のための政治
をするよう、権力者を縛るために存在します。それが立憲主義です。」と話されました。白神弁護士は「戦前は天皇や
国が最高の価値とされ、国民はそれを守るために死ぬことを強制された。日本国憲法は、そんな悲惨な戦争の反省から
価値観を180度変え、人間の命・尊厳こそ最高の宝とし、個人個人が自由に幸せに生きることを最高の価値とした。そ
の実現こそが、今の憲法で定められたこの国の『目的』であり、国や政治家の仕事です。」と強調し、「フィンランドは、
医師も含めて残業がなく、全ての教育段階の無償、18歳までの医療費無償などを実現している。日本国憲法をちゃん

と実現する政府に変えれば、今すぐこういう社会を実現できる。」と熱く語りました。
最後に、憲法９条を変えようとする現在の政府の動きに対し、「そもそも憲法に縛られ
る立場であるはずの政府が、自分たちの縛りを解こうと憲法を変えようとするのは憲法
違反です。」と指摘し、「戦争は、国民の命も、自由も、尊厳も奪う。国に憲法を守らせ、
健康で幸せに暮らせる社会を実現させましょう。」と結びました。
　参加した学生からは、多くの感想や質問が寄せられ、ディスカッションも活発に行な
われました。「署名は意味があるのでしょうか？」という学生の質問には、「核兵器禁止
条約が成立したのは署名の力。それに署名がたくさん集まれば、国は憲法改正の国民投
票をしても負けると判断し、改憲発議をすることができない。大きな力になる。 」と 
白神弁護士の対応に、職員も励まされる思いでした。今後も継続して学生と学びを深め
ていきたいです。  （青森民医連　相馬小百合）

　10月29日（土）、オンラインにて2022年度青森県民医連医系学生合同奨学生会議を開催しました。医学生・看護学生10名、職
員８名が参加しました。講師には「明日の自由を守る弁護士の会」の白神優理子弁護士を招き、日本国憲法の成り立ちから、憲法が
どういう中身で生活にどう関わっているか、今どのように変えられようとしているかについて学び、ディスカッションを行ないました。

医系学生合同奨学生会議 学 ぼ う 、 日 本 国 憲 法
医 療 者 と し て 今 こ そ

5



2023年2023年2023年

応募の詳細は８面をご覧ください。

『わたしが総理大臣になったら、まず何からはじめますか？』理由も教えてください。
例：「物価高対策」理由：消費税を5％にして、年収3,000万円以上の人に所得税を課税します。　
例：「医療費無料」理由：国民全員医療費を無料にします。

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

理由：

　二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

外
ヶ
浜
町
三
厩
地
区

　
　
　
　
　被
災
地
支
援

長野県木島平村まちのチカラ

若者の無低プロジェクト　北海道

食と健康 簡単♪中華おせち

うちでも元気　レッツ体操
厳冬のウクライナ
けんこう教室 共同組織は健康に〝効く〟

2023 月号 380円1 好評発売中

企
画
、
社
会
福
祉
法
人
虹
の
職
員
か
ら
五
十

一
万
九
千
六
円
の
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
）。　引

き
続
き
被
災
地
域
組
合
員
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。
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　民医連統一会計基準推進士アンケート実施について

　新型コロナウイルス対応各法人・事業所の対応状況について

県連医師委員会関連

各種委員会

　各種委員会報告・署名到達

報告事項

　全日本民医連通達・声明、地協関係

　共闘関係

　県連関係

各法人・事業所報告

あおもり協立病院
事務

東田 真尋さん年男

❶先輩方が優しくご指導してくだり、あっという間に半年が過ぎ
ました。コロナ禍で部署内外での行事など交流を深める機会はあ
りませんでしたが、皆さんと協力して頑張れたことが嬉しかった
です。
❷今年学んだ業務を効率よくスムーズに行えるよう、先輩方や法
人全体の力になれるように頑張りたいです。また、新しく入ってく
る後輩と仲良く仕事ができるように余裕のある人になりたいです。

ひがしだ ま ひろ

年女

❶ファルマに入職して14年目になります。2021年に正職事務職員の募集が
ありチャレンジしました。今年で３年目です。入職してからの一番の思い出
は、コロナ渦でなかなか集まる事が難しい中ですが、様々な工夫と準備を
してくださり、新入社員のため、素敵な入社式を開催していただいたことで
す。すごく歓迎されていると感じたのを覚えています。新入社員挨拶ではす
ごく緊張したが、また新たな気持ちで頑張っていきたいと思いました。
❷ 何事も経験することは、自分の強みになると思っています。
いくつになっても、チャレンジする人であり続けたいです。

㈱ファルマ
事務

工藤 留美
く どう る み

年女 今泉 芳子さん

いまいずみよし こ

健生病院
看護師

❶入職して 5 年目。年々、担当する褥瘡、ストーマ、失禁のケア
の広がりを感じ、協力して下さる院内のみならず、地域の方々、
患者さんとの出会いのおかげだと振り返っています。
❷年女 5 回目。初心に立ち返って仕事ができるように、整理、整
頓を心がけたいと思います。

私の三つ星★★★

▲日替わりの自家製ポタージュが
　毎回楽しみ。優しい味でお気に
　入り！

▼日替わりなので毎回違うキッシュ
　が選べます。

オ ス スメ

フランス料理店ノエル
　青森市桜川にあるフランス料理店ノエルを紹介します。私
はランチタイムに利用することが多いですが、オープンと同
時に満席になるので予約をしないと入れないこともしばし
ば。コロナ前は学生時代の友人とよく足を運んでいました。
店内はおしゃれなインテリアに囲まれており、女性が多く賑
わっています。写真はキッシュランチメニューですが、この
他に魚料理・肉料理から選べるランチコースもあります。料
理はもちろん、デザートもとてもおいしくコーヒーや紅茶と
ともにとても幸せな時間が過ごせます！早く気兼ねなく友人
と食事できるようになることを願うばかりです。

（あおもり協立病院　岩葉麻衣子）

vol.
70 みぃちゃん

６歳

　ネザーランドドワーフとミニウサギのミック

スで や や 小 柄、生 後 １ か月で お 迎えした 時

は片 手 ほどの 大きさしかありませんでした。

そんなうちのメゴッコも今年で６歳になりま

す。臆病で寂しがりやな女の子で、いつも家

族に撫でて欲しそうに甘えてきます。今年の

３月には 急 に血 尿 が 出 始 め、子 宮 摘 出 手 術

を 受 けました。家 族 の 心 配 をよそ に 手 術 の

翌日には元気いっぱいに動き回り、傷が開い

てヒヤヒヤしたことも。最近では週に 1 回の部屋んぽ（部

屋の中のお散歩）がお楽しみです。

　今年はうさぎ年ということもあり、今までよりも笑顔と幸

せをくれますように。 （健生病院　駒井博美）
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応募の詳細は８面をご覧ください。

『わたしが総理大臣になったら、まず何からはじめますか？』理由も教えてください。
例：「物価高対策」理由：消費税を5％にして、年収3,000万円以上の人に所得税を課税します。　
例：「医療費無料」理由：国民全員医療費を無料にします。

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

理由：

　二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
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計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

外
ヶ
浜
町
三
厩
地
区

　
　
　
　
　被
災
地
支
援

長野県木島平村まちのチカラ

若者の無低プロジェクト　北海道

食と健康 簡単♪中華おせち

うちでも元気　レッツ体操
厳冬のウクライナ
けんこう教室 共同組織は健康に〝効く〟
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医学生と３年ぶりに下北原発フィールドワークを実地
　
青
森
民
医
連
医
師
医
学
生
課
で
は
十
一

月
十
九
日
（
土
）
〜
二
十
日
（
日
）
に
医

学
生
六
人
、
医
師
二
人
、
職
員
三
人
の
計

十
一
人
で
下
北
原
発
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
以
下
、Ｆ
Ｗ
）
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｗ
で
は
初
め
に
六
ケ
所
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
に
行
き
、
館
内
の
職
員
か
ら
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
を

う
け
ま
し
た
。
　

　
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
周
辺
の
視
察
で

は
、Ｆ
Ｗ
ガ
イ
ド
の「
脱
原
発
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
あ
お
も
り
」
の
竹
浪
協
子
さ
ん
か
ら
同

工
場
が
立
地
さ
れ
た
当
時
の
話
が
語
ら
れ

ま
し
た
。「
六
ケ
所
村
長
選
挙
で
は
反
対

派
の
立
候
補
者
が
遺
体
で
見
つ
か
っ
た
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。
立
地
反
対
派
の
住
民

に
対
し
て
は
反
社
会
的
組
織
が
畳
に
刀
を

つ
き
刺
し
て
脅
す
こ
と
も
あ
っ
た
。」。
東

通
村
役
場
周
辺
の
豪
華
な
建
物
の
視
察
で

は
「
東
通
村
に
は
原
発
マ
ネ
ー
で
作
ら
れ

た
豪
華
な
建
造
物
が
あ
る
。
原
発
稼
働
時

は
交
付
金
で
建
物
を
維
持
で
き
る
が
、
稼

働
し
て
い
な
い
今
は
、
建
物
の
維
持
費
が

村
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。」
と
、
原

発
マ
ネ
ー
の
実
態
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま

し
た
。

　
二
日
目
は
大
間
原
発
を
視
察
。
津
波
時

に
避
難
す
る
高
台
か
ら
展
望
し
、
原
子
炉

建
屋
と
民
家
の
近
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
大
間
原

発
敷
地
内
に
あ

る
「
あ
さ
こ
は

う
す
」
へ
。「
あ

さ
こ
は
う
す
」

は
大
間
原
発
建

設
に
反
対
し
た

熊
谷
朝
子
さ
ん

が
土
地
を
売
ら

ず
に
最
後
ま
で

住
ん
で
い
た
家
。
今
は
娘
の
熊
谷
厚
子
さ

ん
が
反
対
の
意
思
を
引
き
継
い
で
住
ん
で

い
ま
す
。
厚
子
さ
ん
は
「
あ
さ
こ
は
う
す
」

の
周
り
の
状
況
に
つ
い
て
「
最
寄
り
の
道

路
か
ら
『
あ
さ
こ
は
う
す
』
ま
で
の
道
の

り
は
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
直
線

距
離
だ
と
最
寄
り
の
道
路
か
ら
す
ぐ
の
距

離
だ
が
、
原
発
建
設
会
社
は
『
あ
さ
こ
は

う
す
』
ま
で
一
㎞
く
ら
い
か
け
て
、
わ
ざ

わ
ざ
坂
道
に
し
て
、
迂
回
す
る
道
を
作
っ

た
。」
と
説
明
し
ま
し
た
。
最
後
に
厚
子

さ
ん
か
ら
は
「
大
間
原
発
は
ま
だ
稼
働
し

て
い
な
い
の
だ
か
ら
早
く
や
め
て
ほ
し

い
。」
と
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
大
間
原
発
と
民
家
が

す
ご
く
近
い
と
感
じ
た
。」「
熊
谷
厚
子
さ

ん
か
ら
話
を
き
い
て
大
間
原
発
を
止
め
る

の
は
今
し
か
な
い
、
と
思
い
ま
し
た
。」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
約
三
年
ぶ
り
に
Ｆ
Ｗ
を
開

催
し
、
参
加
し
た
医
師
か
ら
「
一
〇
〇
回

の
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
よ
り
も
一
回
の
Ｆ
Ｗ

の
ほ
う
が
説
得
力
を
感
じ
る
。」
と
の
感

想
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
医
学
生
に

実
際
に
社
会
で
お
き
て
い
る
事
実
を
体
感

し
て
も
ら
う
た
め
に
、Ｆ
Ｗ
を
開
催
し
て

い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
青
森
民
医
連
　
矢
作
史
考
）

東通原発を視察

あさこはうすで熊谷厚子さんと学生が懇談

あ
お

も
り
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